
議      長  日程第18「町民文化センターＥＳＣＯ事業調査特別委員会報告」を議題とし

ます。 

 本案については、町民文化センターＥＳＣＯ事業調査特別委員会の審査報告

を求めます。委員長 田代実君。 

特別委員会委員長  このたび委員長を務めました５番議員 田代実と申します。よろしくお願い

します。 

 それでは、お手元に配付させていただきました「町民文化センターＥＳＣＯ

事業調査特別委員会報告書」に基づき説明をさせていただきますので、よろし

くお願いします。 

 この報告書につきましては15ページにわたるものです。重要な箇所について、

ポイント説明とさせていただきます。１ページ目をお開きください。 

 １、調査に至った経緯について朗読させていただきます。なお、括弧書きの記

載は省略をいたします。 

 本委員会の設置は、令和元年第３回定例会において町民文化センターＥＳＣ

Ｏ事業が一般会計補正予算として追加提案されたことが発端となった。 

 この事業は、昭和56年に開館した町民文化センターのボイラーが老朽化した

ので、電気機器へ更新して光熱水費と二酸化炭素の削減を図る１億5,000万円余

の施設改修工事である。７月11日に初めて事業概要や今後の方針などが示され

たが、総事業費に関する説明は行われなかった。その後、８月20日に総事業費や

財源内訳が示され、３日後の８月23日に追加議案として当該事業に係る一般会

計補正予算が提案された。 

 これを受け、松田町議会では、議員11名による補正予算審査特別委員会を設

置した。第３回定例会の会期中での審査では十分でなく、閉会中の継続審査と

なり、審査の結果、９月11日の委員会で賛成する者が過半数に達しなかったの

で、特別委員会において当該補正予算は否決された。特別委員会から議長への

報告は行われたが、臨時会を開催することができず、本会議での議決には至ら

ぬまま、９月30日の議員任期満了を迎えた。そのため、当該補正予算は審議未了

で廃案となることから、９月30日に町長は当該補正予算の専決処分を行い、町

民文化センターＥＳＣＯ事業が執行できる措置をとった。 



 10月３日に、町議会選挙後の初議会となる臨時会を開催し、専決処分承認の

採決では、賛成少数で不承認となった。同時に、議員から「町民文化センターＥ

ＳＣＯ事業の調査に関する動議」が提出され、賛成多数で可決し、地方自治法第

100条に基づく本委員会の設置が決定した。 

 ２ページの２、特別委員会の設置につきまして、この内容につきましては、10

月３日に提出された特別委員会の設置の動議です。説明は略させていただきま

す。 

 ３ページの下段、３、検査の概要について説明させていただきます。（１）検

査事項は次の３点です。①町民文化センターＥＳＣＯ事業に関する事項。次の

ページをお願いいたします。４ページ上段です。②承認第４号専決処分に関す

る事項。③その他といたしましては、議会への報告が遅くなったことについて、

その事実と遅滞した理由を中心に検査をしました。 

 その下です。（２）検査方法。本委員会は、まず、地方自治法第98条第１項に

基づく事務検査権に重点を置いて執行機関に対する検査を進めることとし、権

限や罰則がより厳格となる第100条第１項による調査権の行使は、執行機関以外

の第三者に対象が広がることもあり、慎重に取り扱う方針とした。町民文化セ

ンターＥＳＣＯ事業及び承認第４号専決処分に関する書類を会議室に搬入し、

それらを２班編成により各委員が検査した。また、町長及び副町長以下関係職

員の委員会出席を要求し、必要に応じて説明を求め質疑を行った。 

 （３）検査のための出席を求めた説明員並びに（４）委員会開催状況、書類の

検査、資料の提出については、下記の（３）と（４）から５ページ、６ページ、

７ページまでが書類の検査、資料の提出について記載されております。これに

ついては、大きな流れですので、説明については略させていただきます。 

 ８ページをお願いいたします。一番上段です。４、特別委員会における質疑応

答・問題点と意見。この中の質疑応答につきましては、町から提出した関係図書

をもとに、町長、副町長、参事、担当課長ほか関係職員に出席を求め、12月５日

まで聞き取り調査を行い、重要な内容について、下記のとおりＱ＆Ａ方式によ

り取りまとめております。 

 次に、問題点と意見につきましては、12月５日までの聞き取り調査での問題



点と意見、さらに12月25日、私、委員長名で委員会報告書作成のための委員の意

見についてということで、これまでの聞き取り調査で問題となったことについ

て、おのおのの意見を文書にして１月10日までに報告することとしました。こ

の内容につきましては、かなり重要なので丁寧に説明させていただきます。そ

のときの文書を読み上げさせていただきます。 

 令和元年12月25日、松田町議会議長 飯田一様。町民文化センターＥＳＣＯ

事業調査特別委員会委員各位。特別委員会委員長 田代実。表題です。委員会報

告書（案）作成のための委員意見について（依頼）。このことについて、本委員

会では、令和元年12月４日開催の第６回委員会をもって、地方自治法第98条に

よる事務検査をおおむね終了し、報告の作成に入ることに決定しました。つき

ましては、今後の委員会において素案を作成して審議をいただくこととしたい

ので、次のとおり、委員各位、オブザーバー参加の議長から意見を賜りたく、御

依頼いたします。 

 記、委員会の調査項目別に報告書への記載を希望する内容、意見の記載を希

望する内容。調査項目、１、プロポーザル事業者選定と最優秀提案者決定につい

て。２、二酸化炭素排出抑制対策事業費補助金について。３、令和元年度松田町

一般会計補正予算と承認第４号専決処分について。４、工事請負仮契約と設計

委託契約について。５、その他。提出期限、令和２年１月10日（金曜日）。委員

各位におかれましては、必ず提出をお願いいたします。このように記載したも

のを発送いたしました。 

 そして、この結果、１月10日までに提出された重要な意見を加えた内容につ

いて、１月16日の第７回特別委員会、３月５日の第８回特別委員会で慎重に審

査を行いました。その内容については、８ページから14ページ上段まで、おのお

のの調査項目ごとにＱ＆Ａ、それと問題点と意見が掲載されています。これに

ついては、今申し上げましたように、委員からも、全員から再確認の意味も含め

て意見をいただいたものを、その中で重要なものをここに反映いたしました。

これについては、個々については、また皆さん読んでいただきたいと思います。 

 それでは、14ページ、５のまとめについて説明をさせていただきます。これが

結論ですので、朗読とさせていただきます。先ほど申し上げましたように、８ペ



ージから14ページまでの問題点と意見、その中で特に重要な内容について、こ

このまとめのところでも簡潔に総括として掲載してます。では、朗読をさせて

いただきます。 

 ５、まとめ。地方自治法第100条第１項により、町民文化センターＥＳＣＯ事

業の事務に関する調査を行う特別委員会を設置した理由は、町長の議会制民主

主義に対する判断と、自治体の行政を執行する上での基本となる契約等の執行

が適正になされなかったことである。 

 １点目は、町長の考え方と議会の考え方及び議決された結果が相入れない場

合、町長の判断を優先すべきだとしたことである。町長は、重大な事業である町

民文化センター改修事業について、執行者として起債を伴う大事業は、当然当

初予算に計上し、他の事業とあわせて町の財政運営に対する議会の判断を仰ぐ

べきであった。また、年度中途での補正予算で事業執行を図ろうとするのなら、

議会に対し丁寧な説明、情報提供、そして早めの対応をすべきであったが、そう

した説明や情報提供及び議会での審議時間もほとんどとられず、まして町議会

議員の改選直前の議会に上程したことは、議会軽視と言わざるを得ない。さら

に、町民文化センター改修事業の補正予算について、町議会議員の改選間際に

専決処分を行い、その専決処分を議会が不承認としたにもかかわらず工事請負

契約を締結したことは、まさに二重に議会の意思を尊重しない結果となった。 

 ２点目は、大規模事業の工事契約を行う手順について、町が民間事業者と契

約し、工事等を請け負わせる際、競争入札という基本を遵守しなかったことで

ある。町民文化センター改修事業という事業の性格から、また１億5,000万円余

の事業費から見ても、プロポーザル方式で１者随意契約、契約金額の基礎とな

る設計委託、設計監理なども全て１者とする契約では、競争の原理が働かず、ま

た、想定外の工事等が発生する等の事態もあり、契約金額の適正性が保たれな

い。 

 今回、町長がこのような不適切な専決処分及び契約行為を行ったことに対し、

再びこのようなことを起こさないためには、今後、議会として契約行為の内容

を常に確認し、不適切な項目を指摘していくという議会の姿勢を強くあらわし

ていかなければならない。 



 以上から、本特別委員会を全９回開催して得られた結論は、「①議会を尊重し

ない町長の判断は、結果、町民にとっての利益とはならない。②町民文化センタ

ーの改修は長年の課題であり、議会は改修事業の必要性と町の財源確保の努力

は理解している。しかし、不適切な予算措置、契約行為による執行は、契約金額

等の適正性が保たれず、これは町民にとって不利益となる可能性を含んでいる」

である。 

 最後に、今回の特別委員会の調査は100条を適用するまでには至らなかったが、

この報告書で完了とする。なお、ここに提起した問題点について町長には猛省

を促したい。今後、松田町において、町と議会が適正な行政運営及び議会制民主

主義を行っていくことで、さらなる町民の福祉向上が図れることを、松田町議

会として強く意識し、務めていかなければならない。 

 町民文化センターＥＳＣＯ事業調査特別委員会報告は以上のとおりです。私

の報告は終わります。 

議      長  町民文化センターＥＳＣＯ事業調査特別委員会委員長の報告が終わりました。 

 お諮りします。この報告は、全９回にわたる検査、調査並びに議員全員による

報告書作成を行っており、議員の意思は反映されています。質疑・討論を省略

し、採決を行って御異議ございませんか。 

（「異議なし」「異議あり。動議」の声あり ） 

４ 番 平  野  討論を要求いたします。ここに書いてある適正な議会制民主主義のためにも

ぜひ討論を要求いたします。 

議      長  動議で賛成者は。 

７ 番 南  雲  賛成いたします。 

議      長  では、最初からお願いします。動議の提出をお願いします。 

４ 番 平  野  これは、議案を伴わない…。 

議      長  すいません、マイクのスイッチを。 

４ 番 平  野  議案を伴わない動議となりますので、口頭で説明いたします。採決の前に討

論を要求いたします。理由は、今述べたように、こちらの報告書の最後にも、

２回も「議会制民主主義」という言葉が繰り返されております。私は、委員会

の最終版の採決において賛成をいたしませんでした。少数意見留保は、残念な



がら手違いがありできませんでしたが、やはりここで少数意見をきちんと発表

したいと思いますので、ぜひ討論をお認めください。 

議      長  この特別委員会は、議員全員で十分な討論をした中で、平野議員の意見、考

え方は、ほかの委員が十分承知しておることと思います。また、当然、全てで

はありませんが、平野議員の主張を反映した報告書になっています。ここで討

論をしても、他の議員が周知している内容であると思いますけど、その辺につ

いてはいかがですか。 

４ 番 平  野  私もそのようなことを最初にちらっと聞いておりましたので、こちらの「議

員必携」など、いろいろと調べてみましたけれども、この議会においては、採

決の前に討論を基本的にはしなくてはいけない。簡単な事項であってもしなく

てはいけないというのがまずデフォルトでございます。「議員必携」をお持ち

の方は119ページをあけていただきたいと思います。「簡易な議案で特に反対者

がないような場合でも討論は省略できないことになっている。それは、議会が

言論の府であって討論を十分に尽くすべきであるから、討論そのものを省くと

いうことは適当でないからである」。また、必携144ページ、「採決の対象とな

る案件については討論できるとすることが原則であり、討論の発言の要求があ

る者を、これをさせないで採決するようなことはできない」と書いてあります。 

議      長  それでは、平野議員の討論の要求ということで、暫時休憩といたします。 

 休憩中にただいまの取り扱いについて議会運営委員会に諮問いたしますので、

委員は大会議室に集まってください。終了次第再開いたします。（15時09分） 

議      長  休憩を解いて再開いたします。              （16時07分） 

 議会運営委員会の答申を受け、議長としては、平野議員の動議による反対討

論は受け付けられません。 

 日程第18「町民文化センターＥＳＣＯ事業調査特別委員会報告」について採

決します。町民文化センターＥＳＣＯ事業調査特別委員会報告に賛成の方の起

立を求めます。 

 起立多数であります。よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 


